
ナイス福岡 会報 2008 年５月

            ［里山と史跡の保護―２］ 今年は、国の特別史跡・水城が築造されて、

１３４４年目である。しかし、今も築造された当時の姿を偲ぶことができる。

それは、中国の古代史跡である「万里の長城」と基本的に同じ工法（版築工

法＝板で枠組みをつくり内部に土を盛り、杵などで撞き固める工法）で造ら

れていることから、現代までその姿を止めているとも言える。しかし、近年

は崩壊が本格的に進み出した。 

典型的な破壊の例は、堤の上に生えている樹木が強風により倒壊し、根が

堤を剥ぎ取ってしまうことなどである。しかし、破壊の原因はそれだけでは

ない。クマの観察によると、シイやカシ、クスノキ、タブノキ、ヤブツバキ

などの照葉樹が成長し、枝を大きく張り出したことから、林床が暗くなり草

本類が殆ど生えなくなった。このため、地盤の土が剥き出しとなり強い雨が

降ると、樹木から滴り落ちる雨水が地面を叩き侵食しだしている。このこと

は、堤の上面の至る所で、成長した樹木の根が地面から浮き上がっているこ

とから推定できる。良く観察してみると、場所により３０ｃｍ～５０、６０

ｃｍの侵食が進行していることが判る。 

クマは１５年ほど前に水城堤の植生を調査したことがある。このときはま

だ堤上は草がよく生えており、樹木の成長も今ほどではなかった。５０年ほ

ど前までは、水城堤は典型的な里山で覆われており、雑木林は薪炭林として、

草は牛馬の飼料や堆肥として定期的に刈り取られていた。２００年前に奥村

玉蘭が描いた「筑前名所図絵」の水城堤の姿も典型的な里山である。おそら

く１０００年以上に渡って里山として管理・利用されてきたと考えられる。

このことが、水城堤が現代まで残され維持されてきた理由と思われる。 

日本の宝である「国特別史跡・水城堤」を後世まで伝えるために今必要な

ことは、堤上の植生を里山として維持・管理することである。行政の取り組

みも必然であるが、有意の人々によるボランティア活動での維持・管理も望

まれるところである。 
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     ※※※事務局からのお知らせ※※※ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※お願い 会報をホームページで見る環境をお持ちの会員は手をあげて下さい。経費節減のためです。 

宜しくお願いします。 
 

自自然然感感  
１５４

季節感 

＃２６ 

子どもの頃『づばな』と言った

出る前の若い穂や『甘根』の仄

かな甘さを食べた記憶は遠く

になってしまった。     

『チガヤの穂』 

平成２０年５月６日 

福岡市西区室見川沿い 

大塚俊樹 
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 この、ＮＡＩＳ福岡会報『自然感くすのき』は、ＮＡ

ＩＳ福岡ホームページにも毎号掲載しています。 

( http://www.kurabird.com/ (自然案内舎(有)クラバー

ドＨＰ)のトップページ下方にある、「福岡県自然観察指

導員連絡協議会」からお入り下さい。) 

 現在、この会報は、全会員に郵送しておりますが、も

し、「ホームページの方で見るので、郵送分は必要が無い」

という方がいらっしゃいましたら、事務局までお知らせ

下さい(連絡先は、会報奥付をご覧下さい)。順次対応さ

せていただきます。 

 なお、この場合、郵送費用はホームページ維持費に充

てますので、ご了承下さい。 これは何だか 

解かりますか? 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆☆この３月まで、油山自然観察の森におられた掛下さんからの投稿です☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

 

５歳児「カワセミって知ってる？」 

カ ケ「もちろん、知っとーよ。」 

５歳児「・・・・？？？」 

カ ケ「あっ・・・知ってる知ってる！」 

先日、保育園児約４０人のバードウォッチング指導をしたときのこと、 

私から発せられた返答に子供たちは明らかに怪訝そうな顔。ここは東京。 

福岡から転勤してわずか１０日目の出来事でした。６年の福岡生活が東京 

生まれの私をここまで染めていたとは・・・。思わず苦笑いしながらも、 

ちょっと嬉しくもありました。 

自然観察指導員(レンジャー)として地域に根ざし活躍する。油山に 

着任したときに一つの目標としていたことです。地域の自然を知り、愛し、 

伝え、わかち合う。たとえ怪しい博多弁といわれようともインタープリ 

テーションをする。この６年間で少しは実践できたのかもしれない、と      ☆☆☆この写真は何でしょう？☆☆☆ 

子供たちを相手にしながら実感したのでした。 

それにしても福岡は本当に素敵なところですね。自然はもちろん食も適度な遊びも満喫しました。できることなら永住を希望

したいところですがそこは勤め人の定め。(財)日本野鳥の会の職員として全国の自然保護に貢献すべくこれからも頑張っていく所

存です。ナイス福岡を通してお知り合いになれた皆さん、自然観察指導員としては１年半と短いお付き合いでしたがお世話になり

ました。またどこかでご一緒できることを楽しみにしています。もちろんナイス福岡の会員は継続しますので今後ともご指導ご鞭

撻のほどよろしくお願い申し上げます。 

最後に、みなさんも県外の子供たちを案内するときは方言に気をつけましょうね。 

(写真の正解：車の窓ガラスについたイノシシの鼻型。私が福岡でイノシシに出会ったのはこのときが初めてでした。)  

 

2008 年定例総会は、福岡市東区海の中道海浜公園 

（地図参照）にて実施します。 

◎日程：6/22(日) 午前 10 時～1５時半ごろ予定 

●午前１０時～１２時 

公園内で「海岸近くの森の生きもの観察会」を実施 

●午後１時～１５時半ごろまで 

海ノ中道海浜公園内森の家にて定例総会 

 

◎集合場所：海ノ中道海浜公園内森の家前 10 時 

 ※要入園料：400 円 

◎交通機関／JR：｢海の中道駅｣もしくは｢西戸崎駅｣下車、 

徒歩約 15～20 分 

      西鉄バス：天神郵便局前から｢西戸崎駅前｣下車 

※お車の場合：公園付属の西駐車場が便利です(利用料：510 円) 

 

５月末までの参加申し込みの状況により、宿泊の有無を決定し、 

６月号でお知らせします。会員の皆様、18 歳未満の参加者を集めて 

ください。ナイス福岡の会員である必要は有りません。最低１名 

参加があると、宿泊できるのですよ。 

事務局田村まで、連絡をお待ちします。 

 

※事務局からの提案です 

前日 6/21(土)から宿泊して「夜の生きもの観察会」を計画しています。しかし、宿泊施設である｢海ノ中道青少年海の家｣に宿

泊する場合、18 歳未満の参加者がいなければなりません。 

興味のある方は、ぜひお子様や親戚の方などをお誘い合わせの上、参加の申し込みを事務局田村までお願いします。 
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日本野鳥の会福岡支部 主催   ※参加費：100 円（中学生以下無料） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本野鳥の会筑後支部 主催      ※参加費：100 円（中学生以下無料）    福岡植物友の会 主催 

 

 

 

 

         

三国丘陵の自然を楽しむ会 主催  http://mikunikyuryo.blog107.fc2.com/                                  

 

 

  

 

 

 

 

和白干潟を守る会 主催                                  久留米の自然を守る会 主催   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

福岡市油山自然観察の森 主催     ※往復ハガキでの申込方法はハガキに「行事名・行事実施日・住所・氏名・年齢・ 

 電話番号」を記入の上、自然観察センターまでお送り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６／８（日） 

和白海岸探鳥会（福岡市東区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：JR 和白駅前の公園 

問合せ：092-606-0012（山本廣子）

５／２５（日） 

青葉の森でバードウオッチング 

 

夏鳥たちのさえずりを聞きながら、森

のバードウオッチングを楽しみます。

時 間：10:00～13:00     

対 象：一般 

申込み：不要・９時３０分より受付 

定 員：なし     

雨天実施 

問合せ：油山自然観察センター

参加費:１００円 

〒811-1355 

福岡市南区桧原夫婦石 855-1 

TEL：092-871-2112 

開館 9:00～16:30（月曜休館）

６／１４（土） 

大濠公園探鳥会（福岡市中央区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：ボート乗り場前 

092-573-1827（森健児） 

５／２４（土）６／２８（土） 

久末ダム探鳥会（福間町） 

時 間：8:00～11:00 

集 合：久末ダム多目的広場横駐

車場 (管理事務所下) 

問合せ：0940-33-7846（高原和幸）

５／１８（日）６／１５（日）  

天拝山探鳥会（筑紫野市） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：天拝山歴史自然公園 

問合せ：092-920-7112（山本勝） 

 

５／１０～１１日（日） 

阿蘇外輪山 標高１０８６ｍ 

九州合同植物観察会 

要予約 

詳細は：092-947-6536（大吉博子）

５／２４（土） 

クリーン作戦 と自然観察会 

時 間：15：00～17：00   

集 合：海の広場 駐車場なし 

長靴・軍手があると便利 

問合せ：092-661-1594（田辺スミ子）

５／２４（土） 

守る会定例会議 
時 間：10:30～12:30 

集 合：和白干潟を守る会事務所 

問合せ：092-606-0012（山本弘子） 

５／１８（日） 

新緑の森・自然かんさつハイキング 

新緑の森を花や野鳥の声などを楽 

しみながら歩きます。 

時 間：10:00～13:00     

対 象：一般 

申込み：不要・９時３０分より受付 

定 員：なし  

雨天実施      

 

 

 

５／２５（日） 

濃施山公園（みやま町） 

時 間：9:00～  

集 合：公園内すいせん橋 

問合せ：0944－58－1672（野田 
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 ５／１７（土）13 時 20 周年記念「きり絵で作ろう和白干潟」 

時 間：13:00～  

集 合：和白干潟 

６／１（日） 

今津探鳥会（福岡市西区） 

時 間：9:00～12:00 

集 合：玄洋高校西側道路 

問合せ：092-891-9005（神園道男）

 

５／１１日（日）第357 回例会 

高良山四季の森として整備された竹

の子コースでオオルリなどの美しい

さえずりを楽しみませんか。 

時 間：9：30～14:30 

場 所：高良内幼稚園駐車場 

参加費：100円 

問合せ：0942-46-8622（古賀） 

持参 ：弁当、水筒、筆記用具、帽

子、あれば双眼鏡 

６／７（土） 

三国の里山を歩こう！ 

時 間：14：15～17 時頃  

集 合：埋蔵文化財調査センター 

駐車場  

問合せ：092－920－3072（松永） 

要：保険料 

エフコープさんの環境助成金で自然

観察冊子ができあがりました。冊子

は観察会のたびに配布します。欲

しい方は観察会にご参加くださ

い。 



 

國廣 勝 
(４)－Ａ 【貫川河口産卵場】 

 

この河口産卵場は、今から十年くらい前までは、波消しのため大きさ1㍍程の転

石が置いてある付近を中心に320㎡程の砂地が広がっていたのです。（写真の右

側先端）平成九年に北九州市により、この河口の開口部南側にある階段堤防の前

に、試験的に人工産卵場が増設され、その時投入された砂が波に運ばれて、貫川

河口の右岸を年々上流に向かって移動堆積していきました。河口から70m上流ま

で遡り、現在では約660㎡もの広さの、写真のような産卵場になっているのです。 

 

 

 

 

 

 

（４）－Ｂ【曽根東小学校・児童のカブトガニの産卵観察】平成十二年七月六日 

 曽根干潟での産卵観察は、今から七、八年前までは夜間に行うものとされていま

した。せっかく干潟のそばに学校がありながら、夜間観察しか出来ないというのは、

学校の子ども達にとつては非常に不便であり、昼間にも観察出来ないものかと考え

て調べてみました。  

ちょうど貫川河口産卵場が広がり始めた頃の平成十二年七月に、昼の満潮時にも産

卵に上がってきているカブトガニを数つがい見つけることができ、それ以来大勢の

児童が産卵行動の観察をすることが出来るようになりました。 

 

（5）【満潮時水面に浮上する産卵泡】 

 曽根干潟での産卵観察は、満潮時間の前後一時間位が最適なのです。大潮の満潮時

間帯に、産卵場所にやって来たカブトガニのつがいは、当然まだ水面下にあるうちか

ら砂地を掘り産卵を始めます。そうすると砂の中に含まれていた空気が抜け始め、お

椀を伏せた様な自分の甲羅の内側に溜まります。それが産卵移動の時に甲羅の隙間か

ら一気に抜け、リング状の泡となって水面に浮上するのです。姿が見えなくても産卵

を始めた目印として、その泡を「産卵泡」とよんでいます。 

 

 

 

 

◎◎出版物のお知らせ◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎ 

福岡県自然環境課が編集・発行している「里地・里山ふれあいガイド 

シリーズ」(監修・冷川昌彦(ＮＡＩＳ福岡代表))の ⑦「筑豊中南部の 

自然を訪ねよう」が発行されました。 

ＮＡＩＳ福岡事務局に置いてあります。興味のある方は、事務局まで 

お問い合わせください。バックナンバー(①～⑥)もあります。 

 ※バックナンバー紹介 

①「四王寺山をみに行こう」 

②「城山連山を楽しもう」 

③「古処山麓の自然を訪ねよう」 

④「矢部川中流域の自然をみよう」 

⑤「北九州西部の自然を楽しもう」 

⑥「糸島の自然を訪ねよう」 
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第３回「総合的な学習の時間」と「曽根干潟のカブトガニの産卵を中心とした生活」



◆◆◆2008年４月27日 海の中道海浜公園の散策 報告◆◆◆ 

事務局 田村耕作 

 

この日は、天気はぼんやりと晴れ、春というのに結構暑い一日でした。こういう中で、公園内の自然観察会を、どう展開できる

かという課題を意識しつつ、散策しました。場所は、玄界灘に面した海岸とその後背地の海岸林を中心に歩きました。 

※参加者：藤川･徳永・福田・冷川  一般：松尾  公園側：Ｏ所長・高田(観察会担当でナイス福岡会員) 

観察会のネタとなりそうなものを私のメモから取り出し、列記します。 

・イスノキで虫コブ３種を観察しました。イスノキを探せ。 

・ナワシログミの実を味わい、アキグミの花の香りを楽しみました。グミの木が大変多いのです。 

・アカメガシワの芽が赤いのはなぜか。この季節、赤い葉が目立ちます。 

・塩屋崎の地層の話 

・漂着物色々、外国文字のゴミ、海藻 

・鳥のペリット、フン 

・森の家周辺の環境、小さな池のある自然を観察しました。水があると、周りの環境と少し異なり、生きものもたくさん見掛け 

ました。 

・森の家という施設では、森の中から集めてきたもので工作体験が楽しいようです。 

・動物の森で、実施されている資源の循環を意識した動物飼育、最もだと思いました。 

・野鳥の池で、少なくなったカモ達を観察しました。この時、全体で２６種確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～イスノキの前にて～                  ～ナワシログミの赤い実～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ゴミの多い海岸～ 

 

最後に、定例総会を 6/22(日)の午前中「森の家」周辺にて観察会(案)、定例総会を 13～15 時に「森の家」の一部屋で実施する

ことにしました。予約済みです。 
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２００８年４／１１定例発送会は、藤川

渡・鶴田義明・福田治・田村耕作が参加。大塚俊樹・

冷川昌彦・山本勝から欠席の連絡。ＫＴからクッキー、

ＹＴから大変おいしい作り手の農家から直送された 

デコポンの差し入れあり。新緑の照葉 

樹林はいろいろな緑色そしてブロッ 

コリーのような山肌、森の色が明るい。 

そんな森にもソウシチョウ。田字草 

☆☆気になる新聞記事を見つけました☆☆☆☆☆ 

◆◆◆事務局からのお知らせ◆◆◆ 

 

会費振込について 

それぞれの会員の皆様の会員期限を 

タックシール部分に明記してあります。 

各自ご確認の上、郵便局にて 

下記の郵便振替口座に振り込みをお願いいたします。 

なお、会計年度は 6月から翌年 5月末までです。 

郵便振替口座：福岡県自然観察指導員連絡協議会  

01760-9-15783 年会費：2000円 

 

定例会に参加してみませんか？ 

本会の運営に関する打ち合わせや情報交換、 

会報の発送作業を、原則として 

毎月第２金曜の 18:00～20:00 ごろまで 

自然案内舎㈲クラバードにて行っています。 

会員の方はどなたでもお気軽にお立ち寄り下さい。 

皆さんのおこしを心よりお待ちしています！ 

次回の定例会は、２００８年６月１３日（金）午後６時より 
事務局で行います。６月号の原稿は、６／２（月）までに 
届くようにお願いします。 
なお、原稿を掲載するに当たっては編集担当にお任せ願います。 

 

他団体の会報の紹介 

日本野鳥の会筑後支部 まめわり第 85 号 2008 年 5 月 1日 

福岡植物友の会 会報 平成 20 年 5月号 

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 

 

編集後記 

お問合せ：  福岡県自然観察指導員連絡協議会 

（NAIS Fukuoka：The Nature Interpreter Society of Fukuoka)

代表：冷川昌彦／事務局長：小野 仁／ 

編集：田村耕作･山本勝･松永紀代子･吉田素子／会計：宮原俊彦 

〒814-0144 福岡市城南区梅林２丁目１０番２３号 

        ハイツ中村４０１  

自然案内舎㈲クラバード内 TEL & FAX：092-４００ｰ１７６５ 

URL：http://www.kurabird.com/    

掲示板 URL: http://bbs9.fc2.com/php/e.php/~naisfukuoka/ 
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